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タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
展
開
す
る
Ｗ
Ｉ

Ｌ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
東
京
都
江

戸
川
区
、
伊
藤
隆
裕
社
長
）
で

は
、
今
年
２
月
か
ら
炭
酸
水
モ
デ

ル
『
Ｐ
Ｓ
Ｊ 

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
』
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え

た
。
都
度
給
水
す
る
タ
イ
プ
、
も

し
く
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
型

で
ボ
ト
ル
交
換
を
必
要
と
す
る
タ

イ
プ
が
主
流
の
中
、
水
道
管
や
蛇

口
か
ら
直
接
水
を
取
り
込
む
業
界

唯
一
の
炭
酸
水
サ
ー
バ
ー
で
あ
る
。

　

本
体
に
は
浄
水
機
能
と
炭
酸
ガ

ス
混
合
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
、
冷

水
、
温
水
、
炭
酸
水
が
出
る
仕
様

と
な
っ
て
い
る
。
同
社
は
「
既
存

の
サ
ー
バ
ー
利
用
者
か
ら
多
か
っ

た
『
炭
酸
水
も
あ
れ
ば
』
と
い
う

声
を
受
け
、
１
台
に
機
能
を
集
約

し
た
モ
デ
ル
の
開
発
に
至
っ
た
。

内
蔵
し
た
容
量
３
ℓ
の
炭
酸
水
タ

ン
ク
に
生
成
し
た
炭
酸
水
を
貯
め

て
お
け
る
の
で
、
飲
み
た
い
と
き

に
す
ぐ
出
せ
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
」

と
独
自
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

希
望
小
売
価
格
は
税
抜
35
万
円
。

サ
ブ
ス
ク
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も

検
討
中
で
あ
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

据
え
る
の
は
オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル

な
ど
だ
。「
安
く
手
軽
に
炭
酸
水

を
取
り
入
れ
て
も
ら
う
と
い
う
の

が
コ
ン
セ
プ
ト
。
例
え
ば
オ
フ
ィ

ス
で
、
休
憩
時
間
や
終
業
後
に
ジ

ュ
ー
ス
や
お
酒
の
炭
酸
割
り
を
飲

み
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
。
ホ
テ
ル
な
ら
共
有
部
分

に
サ
ー
バ
ー
を
置
き
、
水
や
炭
酸

水
、
色
々
な
飲
料
の
炭
酸
割
り
を

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
考
え
ら
れ

る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
か

ら
置
き
換
え
れ
ば
コ
ス
ト
削
減
に

加
え
、
迎
え
る
側
と
訪
れ
る
側
の

双
方
が
環
境
を
意
識
で
き
る
利
点

も
あ
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
〝
お

も
て
な
し
〟
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」。

　

炭
酸
ガ
ス
の
供
給
形
態
は
飲
食

店
な
ど
に
一
般
的
に
流
通
す
る
５

㎏
容
器
で
、
ユ
ー
ザ
ー
自
ら
が
産

業
ガ
ス
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
酒
販
店
か

ら
調
達
す
る
。
た
だ
同
社
で
は
ガ

ス
の
納
入
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
バ

ー
の
営
業
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面
で

も
ガ
ス
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
協
力
を
得

た
い
考
え
だ
。「
幅
広
い
地
域
で

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
上
で
、
地

域
に
密
着
す
る
ガ
ス
販
売
店
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
変
心
強
い
。
社

会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
立
場
上
、
ト

ラ
ブ
ル
未
然
防
止
の
意
識
が
高
い

の
も
信
頼
を
置
け
る
ポ
イ
ン
ト
。

定
期
的
な
ガ
ス
購
買
に
繋
が
る
商

材
だ
と
思
う
の
で
、
代
理
店
契
約

に
興
味
が
あ
れ
ば
お
声
が
け
い
た

だ
き
た
い
」。

『PSJ SPARKLING』

　

東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
大
阪
市

中
央
区
、
楠
本
薫
社
長
）
は
、
水

分
と
反
応
し
て
微
量
の
水
素
を
発

生
す
る
特
殊
フ
ィ
ル
ム
『
ハ
イ
ド

ロ
フ
レ
ッ
シ
ュ
』
を
開
発
、
肉
や

魚
の
鮮
度
保
持
用
途
で
展
開
を
狙

っ
て
い
る
。

　

ア
ル
ミ
箔
や
粉
末
の
老
舗
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
同
社
だ
が
、
最
近
で

は
次
の
事
業
柱
を
生
み
出
す
べ
く
、

ア
ル
ミ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
新
製
品

開
発
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。『
ハ
イ
ド
ロ
フ
レ
ッ
シ
ュ
』

は
、
水
素
発
生
剤
を
練
り
こ
ん
だ

独
自
開
発
の
食
品
包
装
フ
ィ
ル
ム
。

主
力
事
業
で
培
っ
て
き
た
、
ア
ル

ミ
粉
末
を
安
全
に
取
り
扱
う
技
術

や
、
粉
末
を
樹
脂
に
混
合
し
て
ペ

レ
ッ
ト
状
に
加
工
す
る
技
術
が
活

か
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ル
ム
に
含
ま
れ
る
水
素
発

生
剤
は
、
食
材
を
包
装
す
る
と
ド

リ
ッ
プ
な
ど
の
水
分
と
反
応
し
て

水
素
を
生
成
。
食
材
の
酸
化
の
原

因
の
一
つ
と
し
て
推
測
さ
れ
る
活

性
酸
素
と
反
応
し
て
消
去
し
、
酸

化
を
抑
制
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
食
品
衛
生
法
第
３
７
０

号
に
適
合
し
て
い
る
が
、
よ
り
安

全
性
を
担
保
す
る
た
め
水
素
発
生

層
と
食
材
の
間
に
も
う
１
層
設
け
、

両
者
が
直
接
触
れ
な
い
構
造
と
し

て
い
る
。
同
社
の
実
証
で
は
、
冷

蔵
環
境
で
ブ
ロ
ッ
ク
肉
を
保
管
し

た
場
合
、『
ハ
イ
ド
ロ
フ
レ
ッ
シ

ュ
』
で
包
ん
だ
も
の
は
酸
化
の
進

行
に
伴
っ
て
起
こ
る
ミ
オ
グ
ロ
ビ

ン
の
変
性
を
緩
や
か
に
し
、
表
面

の
変
色
を
遅
ら
せ
る
効
果
も
確
認

し
た
。

　

最
初
の
納
入
先
は
ス
テ
ー
キ
レ

ス
ト
ラ
ン
と
な
っ
た
。
同
社
新
事

業
創
造
部
門
新
事
業
創
造
ユ
ニ
ッ

ト
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ー
ム
の
岩

崎
啓
介
氏
は
「
来
店
客
の
目
前
で

肉
を
焼
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
売

り
の
店
で
、
焼
く
前
に
変
色
し
て

見
栄
え
の
悪
い
部
分
は
カ
ッ
ト
し

て
い
た
そ
う
。
こ
の
た
め
10
％
程

度
は
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
が
、『
ハ
イ
ド
ロ
フ
レ
ッ
シ
ュ
』

の
採
用
で
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
っ

た
」
と
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

す
る
。

　

こ
の
他
、
マ
グ
ロ
に
対
し
て
も

変
色
や
臭
い
を
抑
え
る
効
果
が
あ

る
こ
と
を
、
東
海
大
学
海
洋
学
部

と
の
共
同
研
究
で
確
認
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
当
面
は
肉

や
魚
を
扱
う
飲
食
店
や
流
通
業
者

向
け
に
拡
販
を
図
る
計
画
だ
。「
新

規
事
業
と
し
て
確
立
す
る
た
め
、

５
年
後
売
上
５
億
円
と
い
う
目
標

を
打
ち
立
て
て
い
る
。
水
素
発
生

剤
の
添
加
量
や
フ
ィ
ル
ム
の
厚
み

の
調
節
な
ど
で
適
用
範
囲
は
広
が

り
、
形
態
を
変
え
れ
ば
飲
料
や
酒

類
、
化
粧
品
と
い
っ
た
液
体
に
も

応
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
幅

広
い
分
野
で
の
ユ
ー
ザ
ー
獲
得
を

目
指
し
、
実
績
・
研
究
と
も
重
ね

て
い
き
た
い
」（
岩
崎
氏
）。

酸化抑制のメカニズム

岩崎氏

『ハイドロフレッシュ』

肉
や
魚
の
鮮
度
を
保
つ〝
水
素
フ
ィ
ル
ム
〞

東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
開
発

肉
や
魚
の
鮮
度
を
保
つ〝
水
素
フ
ィ
ル
ム
〞

東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
開
発


